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環  境

家
庭
で
取
り
組
む
環
境
保
全
施
策

　
　
　
そ
の
成
果
は

-

答
弁-

可
燃
ご
み
の
量
は

　
　
　
　
大
き
く
減
少

環  境

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
化
へ
の

　 

取
り
組
み
を
継
続
し
て
は

-

答
弁-

市
民
に
不
便
の
な
い
範
囲
で

　
　
　
　
取
り
組
み
内
容
を
検
討
す
る

男女共同参画

市
民
が
主
役
の

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

-

答
弁-

実
効
性
あ
る
、
親
し
み

　
　
　 

　
や
す
い
条
例
制
定
を
目
指
す

地域に優しい

コミュニティバス運行の実現を
-答弁-市民の意識調査実施に向け
　　　　検討を進めたい

交
　
通

ワークシェアリングシステム

　　実績と評価は
-答弁-二十人を採用予定
　　　　雇用促進につながっている

雇  

用

学校の便所・消防設備の
　　　改修、改善の考えは
-答弁-学校施設の大規模改造の
　　　　中に位置付ける

教
　
育

問答

市
で
は
、
環
境
に
優
し

い
庁
舎
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
の
量
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
環
境
家
計
簿
の
作
成
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
へ
の
補
助

な
ど
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

本
市
で
も
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
も
取

得
し
て
い
る
。
日
常
生
活
で
使
う

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
が
地

球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
と
の
観

点
か
ら
、
行
政
と
市
民
が
共
に
環

境
問
題
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て
、

環
境
家
計
簿
を
作
成
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
家
庭

で
使
用
さ
れ
る
電
気
、
ガ
ス
、
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
使
用
実
績
を
定
期

的
に
本
市
に
報
告
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

家
庭
で
取
り
組
め
る
施
策
と
し

て
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成
の

ほ
か
、
廃
食
油
回
収
支
援
事
業
に

加
え
、
生
ご
み
の
水
切
り
啓
発
も

実
施
し
て
い
る
。
生
ご
み
処
理
機

購
入
助
成
に
よ
り
、
可
燃
ご
み
の

量
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
今

後
も
ご
み
の
減
量
化
、
地
球
環
境

の
保
護
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
の
不
便
地
域

の
解
消
、
さ
ら
に
は
環
境

負
荷
の
低
減
や
町
の
活
性
化
を
促

し
、
弱
者
に
優
し
い
地
域
に
密
着

し
た
交
通
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
導
入
に
向
け
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

生
活
交
通
と
し
て
の
乗

り
合
い
バ
ス
の
整
備
は
、

公
共
交
通
機
関
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
バ
ス
路
線
の

整
備
は
、
本
市
の
街
づ
く
り
の
上

で
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
バ
ス
交
通
を
取
り
巻
く

社
会
的
状
況
や
、
高
齢
者
、
障
害

者
に
優
し
い
交
通
、
環
境
保
全
、

道
路
の
混
雑
解
消
等
の
社
会
的
意

識
を
認
識
し
た
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
の
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
、
早
期
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

路
線
バ
ス
の
運
行
の
な
い
交
通

不
便
地
域
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
、

道
路
形
態
、
バ
ス
事
業
者
の
採
算

性
等
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
が
、
何
よ

り
も
ま
ず
、
バ
ス
需
要
が
ど
れ
だ

け
あ
る
か
を
十
分
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

市
民
意
識
調
査
の
実
施
に
向
け
た

検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

男
女
の
差
別
な
く
、
能

力
に
応
じ
て
生
き
生
き
と

し
た
生
活
が
保
障
さ
れ
る
た
め
に

も
、
男
女
共
同
参
画
の
条
例
制
定

は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
名
称
と

内
容
は
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、

街
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
た
も
の

に
す
べ
き
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
関
連
機
関
と
の

連
携
の
も
と
に
、
男
女
が
互
い
に

人
権
を
尊
重
し
て
責
任
を
分
か
ち

合
い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す

の
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
に
し
た
い
。

内
容
と
し
て
は
、
市
町
村
の
責

務
や
国
に
準
じ
た
施
策
に
加
え
て
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
内
容
を
ど

う
盛
り
込
み
、
明
確
に
す
る
か
が
、

今
後
の
主
た
る
議
論
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
既
に
策
定
さ
れ
て
い
る
プ

ラ
ン
の
目
標
や
計
画
課
題
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
十
月
に
実
施

予
定
の
市
民
意
識
調
査
の
結
果
や
、

市
民
参
加
の
も
と
、
宇
治
市
ら
し

い
条
例
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市

民
に
親
し
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
名
称
で
、
実
効
性
あ
る
施
策
展

開
の
裏
づ
け
と
な
り
、
理
解
し
や

す
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
文
言
を

基
本
に
論
議
を
重
ね
て
い
く
。

臭
い
、
汚
い
と
子
ど
も

た
ち
に
敬
遠
さ
れ
が
ち
な

学
校
の
便
所
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

を
心
豊
か
に
育
て
る
た
め
に
も
世

間
並
み
の
水
準
に
改
善
す
る
必
要

が
あ
る
。
市
の
考
え
は
。
ま
た
、

消
防
設
備
の
不
良
箇
所
の
改
善
に

つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

文
部
科
学
省
所
管
の
補

助
事
業
と
し
て
ト
イ
レ
単

独
で
の
大
規
模
改
造
事
業
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
実
施
す
る
に
は
建
物

の
耐
震
診
断
を
し
、
所
要
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
市
の
学

校
施
設
の
う
ち
、
耐
震
診
断
を
要

す
る
校
舎
、
屋
内
運
動
場
は
百
二

十
棟
あ
り
、
ま
ず
耐
震
診
断
を
実

施
し
、
必
要
な
場
合
は
耐
震
補
強

等
に
取
り
組
む
の
が
先
決
と
考
え

て
い
る
。
快
適
な
ト
イ
レ
づ
く
り
、

洋
式
便
器
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
ス
ペ
ー
ス
的
に
困
難
で

あ
り
、
抜
本
的
な
改
修
に
つ
い
て

は
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
あ
る

い
は
改
築
の
中
で
位
置
付
け
た
い
。

消
防
用
設
備
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
自
動
火
災
報
知
設
備
や
屋
内

消
火
栓
を
中
心
に
改
修
し
て
き
た

が
、
今
後
も
非
常
警
報
設
備
等
の

改
修
に
取
り
組
み
、
そ
の
他
各
種

設
備
の
部
品
等
の
管
理
に
つ
い
て

も
さ
ら
に
留
意
し
て
い
き
た
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
項

目
で
あ
る
電
気
使
用
の
節

約
対
策
と
し
て
、
七
月
か
ら
の
三

カ
月
間
、
エ
コ
ス
タ
イ
ル
で
の
執

務
を
実
施
さ
れ
た
。
来
年
度
以
降

も
続
け
て
い
く
の
か
。
さ
ら
に
エ

コ
オ
フ
ィ
ス
化
の
取
り
組
み
も
広

げ
て
い
く
の
か
。

本
市
で
は
、
平
成
十
三

年
二
月
に
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
を
、
平
成
十
四
年
二

月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
認
証

取
得
し
、
全
職
員
が
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
本
年
七
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で
の
間
、
本
庁
舎
・
西

館
等
で
の
服
装
の
軽
装
化
、
昼
休

み
の
一
斉
消
灯
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
最
小
限
の
利
用
な
ど
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
強
化
月
間
と
し
て
取
り

組
み
を
行
な
っ
た
。
職
員
の
省
エ

ネ
に
対
す
る
意
識
は
さ
ら
に
向
上

し
、
例
年
よ
り
も
電
気
・
ガ
ス
な

ど
の
省
エ
ネ
が
一
層
進
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
る
。
来
年
度
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
、

環
境
管
理
推
進
本
部
会
議
及
び
環

境
管
理
部
会
に
諮
り
、
さ
ら
に
市

民
の
皆
様
に
不
便
を
か
け
な
い
範

囲
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
内
容
の
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答 福  祉

保
険
証
の
取
り
上
げ
と

　
　
資
格
証
発
行
の
中
止
を

-

答
弁-

公
平
性
の
観
点
か
ら

　
　
　
　
収
納
対
策
に
最
大
限
の
努
力

国
保
料
を
一
年
以
上
滞

納
す
る
と
制
裁
措
置
と
し

て
保
険
証
を
取
り
上
げ
、
資
格
証

明
書
を
発
行
す
る
。
そ
れ
で
は
受

診
も
ま
ま
な
ら
ず
、
死
亡
す
る
ケ

ー
ス
が
全
国
的
に
増
え
て
い
る
。

市
民
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
資
格

証
明
書
の
発
行
を
中
止
す
べ
き
で

は
な
い
か
。わ

が
国
の
医
療
保
険
制

度
は
、
相
互
扶
助
共
済
を

原
理
と
す
る
保
険
方
式
で
運
営
さ

れ
て
い
る
の
で
、
保
険
料
収
入
等

の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

ま
た
負
担
の
公
平
性
か
ら
、
そ
の

収
納
対
策
に
も
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

資
格
証
の
発
行
は
、
加
入
者
の

負
担
の
公
平
感
に
基
づ
く
、
信
頼

さ
れ
る
事
業
運
営
を
推
進
す
る
上

で
、
必
要
か
つ
や
む
を
得
な
い
措

置
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
運

用
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
事
前
に

納
付
相
談
を
行
い
、
保
険
料
の
納

付
に
誠
意
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

に
限
っ
て
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

例
え
ば
一
時
的
な
特
別
事
情
に
よ

る
納
付
困
難
者
に
は
、
分
納
に
よ

る
納
付
相
談
や
減
免
制
度
の
積
極

的
啓
発
も
行
う
な
ど
、
一
方
的
に

保
険
証
交
付
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

よ
う
な
運
用
は
行
っ
て
い
な
い
。

厳
し
い
雇
用
環
境
に
あ

え
ぐ
市
内
の
若
年
層
を
非

常
勤
職
員
と
し
て
雇
用
す
る
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
本

市
は
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
施

策
の
実
績
と
評
価
は
ど
う
か
。
ま

た
、
十
八
歳
か
ら
の
募
集
が
よ
い

と
考
え
る
が
、
市
の
意
向
は
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

取
り
組
み
は
、大
き
な
意
味

が
あ
る
と
考
え
、本
年
度
は
二
、〇

〇
〇
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
た
め
本
年
度
は
、

市
内
在
住
の
二
十
五
歳
か
ら
三
十

五
歳
の
失
業
中
の
方
に
採
用
を
限

定
し
た
。

雇
用
期
間
は
四
月
か
ら
来
年
三

月
ま
で
と
し
、原
則
一
人
に
つ
き
六
カ

月
、雇
用
者
総
数
は
延
べ
二
十
人
を

予
定
し
、現
在
五
名
の
方
を
雇
用
し

て
い
る
。
全
体
で
は
当
初
予
定
の
二

十
名
を
若
干
下
回
る
と
見
込
ん
で

い
る
が
、一
定
の
雇
用
促
進
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

次
年
度
以
降
は
、今
年
度
の
雇

用
状
況
を
踏
ま
え
る
中
、障
害
者
の

方
々
へ
の
情
報
提
供
並
び
に
十
八
歳

か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
雇
用
拡
大

な
ど
も
参
考
に
し
て
、ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
制
度
の
充
実
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い
。

は

か

▲ 男女共同参画週間UJIのつどい


